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春は名のみの風の寒さよ －見えない｢根っこ｣を伸ばす－
石 川 浩

今年の「大寒」の期間は１月２０日から２月３日までで、深谷でも大雪が２度も降る文字どおり

の厳しい寒さに包まれました。そんな寒さの中でも、深谷小学校に彩りを添えてくれている花があ

ります。「十人十色の花が咲く」といわれますが、それぞれの草木の花は、咲く時期も、咲く場所

も様々です。

寒椿のように雪の中に紅を散らす花も、雪割草のように早春の山地で春を呼ぶ花も、庭の隅で春

の訪れを告げてくれる梅のような花もあります。人里離れた谷間の白百合の花はだれにも見てもら

えないのですが、少しのかけひきもなく精一杯の美しさでその花を咲かせます。それぞれの季節に

それぞれの美しさをもって咲く花のことを思っていると、「花を支える枝 枝を支える幹 幹を支

える根 根はみえねんだなあ」という相田みつをさんの詩が頭に浮かんできます。花も枝も幹も、

みなそれぞれに大事ですが、なんといっても根がしっかりとしていなければなりません。この大切

な根は見えないのですが、その根を育てているのが今なのかもしれません。日本の花木の多くは、

冬の氷点下の寒さを耐えさせないと花芽をもたないそうです。根張りのための教育、子供の教育も、

この寒さ・厳しさを利用しなくてはいけないのではないでしょうか。

校長室からは、遊んだり運動をしたりするために校庭に向かう子供たちの姿がよく見えます。私

たち大人の感覚では、こんな寒いときによく外に出て遊ぶ気持ちになるなぁと思うような時でも、

休み時間が始まるのとほぼ時を同じくして、本当にたくさんの子供たちが競うように校庭に駆け出

ていきます。風邪をひかせないようにすることと、風邪にかかりにくい丈夫な身体に鍛えることと、

私たち大人はどちらも子供たちにさせていかなければなりません。そのためには、今目に映ってい

ることだけではなく、目には映っていなくても確かなものを見失わないようにしなければいけない

と思うのです。

かわいい子供たちを見ていると、特に苦労していたりつまずいたりする様子を目にすると、つい

手を差しのべたくなります。しかし、今の苦労やつまずきが、人生の花芽をもつための大切な根張

りになっているのではないでしょうか。すぐに手を貸すことより、本当に必要ならばすぐに手助け

できるようにしながら見守ってあげることの方が、子供を大きく伸ばし、結果として子供の幸せに

つながると考えます。家の手伝いなどについても同じです。大人がやった方が簡単だし効率的です。

しかし、子供のうちに家族の一員としての役割を果たし家族に喜んでもらえているという自覚をも

たせることは、一時の簡便さや効率では換えがたい大きな価値があるはずです。

２月４日は立春でした。暦の上では春を迎えましたが、早春賦に「春は名のみの 風の寒さや」

と歌われているように、厳しい寒さはもうしばらく続きそうです。今だけでなく将来を見据えて、

子供たちの「根っこ」を育てるために「今」させておくべきことについて考えてみたいものです。

日 曜日 主な学校行事 日 曜日 主な学校行事

１ 木 登校指導・タンポポ読書月間 17 土 暗唱を楽しむ会

２ 金 入学説明会・特日 18 日

３ 土 19 月 読書・代表委員会

４ 日 20 火 児童集会・クラブ（見学）

５ 月 読書･性に関する指導週間 21 水 基礎タイム

６ 火 全校朝会・学力検査（CRT）・委員会 22 木

７ 水 基礎タイム 23 金 すくすくタイム・授業参観･懇談会

８ 木 24 土

９ 金 すくすくタイム・5時間（14:30下校） 25 日

10 土 26 月 読書･教育相談・いじめ防止等対策委員会

11 日 建国記念の日 27 火 音読朝会・ふれあいタイム・Let's　study！

12 月 振替休日 28 水 基礎タイム

13 火 音楽朝会・ふれあいタイム･クラブ（発表会）

14 水 基礎タイム

15 木 教育相談

16 金 すくすくタイム

1月 16日、日頃からお世話になっているﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの方々をお招きし、感
謝の気持ちを伝える｢ありがとう集会｣を開きました。子供たちは会を通

して、学校生活がたくさんの方々に

支えられていることを意識できたと

思います。これからも、地域の方々

への感謝の気持ちを忘れず学校生活

を送ってほしいと思います。

今回の｢ありがとう集会｣は、５年生が中心となって会場設営やお客様のおもてなしを行いました。

自分の役割をしっかりこなし進んで動く姿は、深谷小の最高学年に着実に近づいていることを感じ

させてくれました。

1 月 30 日、県内外からたくさんの先生方が深谷小の外国語活動の授
業を参観するために集まりました。深谷小は今年度、文部科学省から

委託を受けて埼玉県教育委員会が進

めている｢英語教育強化推進事業｣の

研修協力校に指定され、子供の実生

活の場面を外国語活動の授業に取り

入れ、子供たちの｢聞きたい･話した

い｣という気持ちを喚起し主体的な学習とする研究実践を積んできました。特に、｢興味をもってし

っかり聞くこと｣｢何度も繰り返し聞くこと｣を大切にして、｢意味と音｣を結びつけ、分かったこと

や知っていることをもとに｢類推する力」を伸ばすことに力を入れて授業を進めてきました。

今回は 4･5･6年生が１クラスずつ授業を公開しました。しっかりと英語を聞き、類推して音と意
味をつなげ、自分の考えや気持ちを学習しているキーワードを使って伝える、という一連のやりと

りをするという学習に取り組む姿を、たくさんの先生方に見ていただくことができました。

２月の主な行事予定


